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本     庁  

地 方 機 関  

教 育 機 関  

教育委員会事務局等職員服務規程の一部を改正する訓令を次のように定める。 

平成28年12月28日 

兵庫県教育長 高 井 芳 朗  

教育委員会事務局等職員服務規程の一部を改正する訓令 

教育委員会事務局等職員服務規程（昭和44年兵庫県教育長訓令甲第２号）の一部を次のように改正する。 

 第22条第１項中「年次休暇、病気休暇、特別休暇、育児部分休暇、介護休暇若しくは組合休暇（以下これら

を」を「職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成６年兵庫県条例第43号）第14条第１項各号に掲げる休暇

（以下」に改める。 

 様式第８号中「年次休暇、病気休暇、特別休暇、育児部分休暇、介護休暇、組合休暇又は欠勤の別」を「休

暇又は欠勤の別（休暇の場合は、休暇の種類）」に改める。 

附 則 

この訓令は、平成29年１月１日から施行する。 

 

兵庫県教育長訓令第７号 

県 立 学 校  

県立学校教職員の服務に関する規程の一部を改正する訓令を次のように定める。 

平成28年12月28日 

兵庫県教育長 高 井 芳 朗  

県立学校教職員の服務に関する規程の一部を改正する訓令 

県立学校教職員の服務に関する規程（昭和39年兵庫県教育長訓令甲第３号）の一部を次のように改正する。 

本則（第11条第３項を除く。）中促音に用いられている「つ」を「っ」に改める。 

第６条を次のように改める。 

（休暇及び欠勤） 

第６条 職員は、職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成６年兵庫県条例第43号）第14条第１項各号に掲

げる休暇（以下「休暇」という。）を得、又は欠勤（休日、休暇その他法令の規定により職務に専念する義務

を免除された場合以外の理由で、職員が正規の勤務時間中に勤務しない場合をいう。以下同じ。）をしようと

するときは、休暇欠勤願（様式第３号）により、あらかじめ校長の承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、職員が急病その他やむを得ない理由により、あらかじめ承認を受けることがで

きないときは、速やかに、その旨を校長に連絡し、事後に承認を受けて休暇を得、又は欠勤をすることがで

きる。 
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第11条第２項中「行なおう」を「行おう」に改め、同条第３項中「行なつた」を「行った」に改める。 

第18条第２項中「行ない」を「行い」に改める。 

様式第１号中「昭和」を削る。 

様式第３号中「休暇欠勤等願」を「休暇欠勤願」に、「休暇・欠勤・遅刻・早退の別」を「休暇又は欠勤の別

（休暇の場合は、休暇の種類）」に改める。 

様式第４号の１から様式第５号の２までの規定中「昭和」を削り、「殿」を「様」に改める。 

様式第６号中「殿」を「様」に改め、同様式備考２中「職務に専念する義務の特例に関する規則（昭和26年

兵庫県人事委員会規則第９号）第２条第４号から第８号まで、第10号及び第11号」を「職務に専念する義務の

特例に関する規則（昭和39年兵庫県人事委員会規則第11号）第２条第６号及び第７号」に改める。 

様式第７号から様式第９号までの規定中「殿」を「様」に改める。 

様式第10号を次のように改める。 
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様式第10号（第16条関係） 

 

附 則 

この訓令は、平成29年１月１日から施行する。 


